
日時／2015年１１月１９日(木) 10時00分開会
場所／倉吉未来中心・小ホール◇連合鳥取 第23回定期大会◇

　
連
合
鳥
取
は
　
月
　
日（
土
）、「
防
災
学
習
会
」と
し
て
は
初
の
県
外
視

察
研
修
と
し
て
、組
合
役
員
、組
合
員
と
そ
の
家
族
　
名
が
神
戸
市
に
出
向

き
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
か
ら
、「
減
災
・
防
災
」の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

１
９
９
５
年
１
月　

日（
火
）午
前
５

時　

分　

秒
、突
然
発
生
し
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た「
阪
神
淡
路
大
震
災
」か

ら
早
く
も　

年
が
経
過
し
ま
し
た
。人
々

の
記
憶
か
ら
遠
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、今
一
度
、こ
の
経
験
か
ら「
減
災
社
会

に
向
け
て
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
か
」を
学
ぶ
た
め
、「
災
害
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」と
し
て
設
立
さ
れ
た
施
設「
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
」を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

■
車
中
事
前
学
習
■

　

往
路
の
バ
ス
の
中
で
は
、全
労
済
鳥
取

県
本
部
の
木
岡
繁
男
専
務
理
事
よ
り
、手

作
り
の
パ
ネ
ル
や
模
型
を
使
い
、地
震
の

揺
れ
の
仕
組
み
や
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
状
況
、そ
の
後
、

人
々
が
復
興
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
か
な
ど
の
説
明
を
聞

き
ま
し
た
。い
ず
れ
の
震
災
時
も
近
隣
住

民
の
助
け
合
い
で
多
く
の
人
々
の
命
が

助
か
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
や
、家
具
の

転
倒
防
止
の
大
切
さ
、災
害
関
連
死
の
怖

さ
な
ど
丁
寧
な
説
明
を
い
た
だ
き
、減
災

に
向
け
て
自
分
た
ち
で
準
備
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
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防
災
未
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ン
タ
ー
■

　

は
じ
め
に
、震
災
直
後
の
映
像
が
視
聴

で
き
た
り
、街
並
み
が
リ
ア
ル
に
再
現
さ

れ
た「
震
災
追
体
験
フ
ロ
ア
」を
体
験
し

ま
し
た
。続
い
て
、被
災
さ
れ
た
方
々
の
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No.11
れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.11 ２０１５ 年 １１ 月 １ 日

鳥取県議会議員福間 裕隆鳥取県議会議員興治 英夫

代表質問の様子代表質問の様子 長島愛生園にて長島愛生園にて

　県議会民主党の代表質問（9月定例会）

　1日たっぷりと時間をかけ、知事、教育長、警察本部長等
と丁々 発止のやり取りを行いました。
　安全保障法制について、憲法違反で立憲主義にも反す
るとして平井知事の見解をただしました。知事は、外交・防
衛は国の専権事項で、審議を見守るとしていましたが、最
後は、憲法改正という手法が最も明確だとの答弁があり、
憲法違反だとの思いがにじみ出ているように、私は感じま
した。
　その他、地方創生について国の本気度を問うとともに、
ＴＰＰに対する農林水産業対策、地域医療と健康づくりの
推進、県立美術館、教員の多忙解消への取り組み、18歳選
挙権導入に、あわせた
主権者教育の推進、多
発する交通死亡事故の
防止対策などについて
議論、提言しました。

　10月15日（木）、「ハンセン病県民交流事業」に県議会福祉
生活病院常任委員会を代表して参加し、国立ハンセン病療養
所長島愛生園を訪問しました。1930年に国立療養所の第１号
として開園した長島愛生園は今年で85年目を迎えますが、こ
の国の誤った隔離政策により長い間、患者・家族のみなさん
の尊厳を傷つけ、多くの痛みと苦しみを与えてきました。国は
これまでの政策の過ちを認め、2009年の「ハンセン病基本
法」施行を機に、患者・家族の名誉回復、療養・生活保障、社会
復帰の支援に取り組んでいますが、今もなお、ハンセン病に関
する誤った認識や誤解に基づく偏見、差別の問題が指摘され
ています。
　「10歳の時に発症。すぐさま長島愛生園に連れられて65年
間経過。ハンセン病は治っても後遺症が治りきらない。国の法
律が整備されるまでは人間としての扱いではなかった。人間
の尊厳を奪われた日々の連続であった。」等 ･々････。このよう
な入所者の方の想像を
絶する体験談を伺いまし
た。改めてハンセン病の
正しい知識の普及啓発
に努めること、差別と偏
見のない、思いやりの社
会の実現に前進すること
の重要性を痛感しました。

東部地協／第22回定期総会 中部地協／第21回定期総会 西部地協／第21回定期総会
◇日時　2015年
　　　　１２月８日（火） 
　　　　　１８時３０分～
◇場所　白兎会館

◇日時　2015年
　　　　１１月２７日（金） 
　　　　　１８時３０分～
◇場所　倉吉未来中心

◇日時　2015年
　　　　１２月９日（水） 
　　　　　１８時３０分～
◇場所　米子コンベンションセンター

◇実施日　2015年１１月２２日（日） １３時３０分～
◇場   所　鳥取市人権交流プラザ
◇内　容　＜講演＞ 
　　　　　狭山第３次再審闘争の
　　　　　　　　　　　現状と課題 
　　　　　安田  聡さん
　　　　　　　（部落解放同盟中央狭山闘争本部事務局）

青年委員会／第25回定期総会 女年委員会／第20回定期総会　（予定）
◇日時　2015年１１月２９日（日）
　　　　　　　　　　１０時００分～
◇場所　米子コンベンションセンター

◇日時　2015年１２月１９日（土） 
　　　　　　　　　　１３時３０分～
◇場所　倉吉未来中心

阪神・淡路大震災の経験・教訓、
減災・防災の大切さを学ぶ
　　　　　　　　　　　－防災学習会を開催－

阪神・淡路大震災の経験・教訓、
減災・防災の大切さを学ぶ
　　　　　　　　　　　－防災学習会を開催－

　連合鳥取は、自然環境保全の取り組
みの一環として「大山ブナ林復元運動」
に取り組んでおり、今年度も、10月25日
（日）、「大山横手上ブナを育成する会」主
催の植樹体験・植樹祭に参加しました。
　当日は、急斜面に這いつくばっての作
業でしたが、晴天に恵まれて気持ちの良
い汗をかくことができました。
　また、前日の準備作業には、地協役員
のみなさんのご協力をいただきました。
ありがとうございました。

ブナを中心とした森を育成
－49人植樹体験に参加－

　

労
働
組
合
の
必
要
性

　

私
の
勤
め
る
会
社
に
労
働
組

合
が
結
成
さ
れ
今
年
で
５
年
目

を
迎
え
た
。結
成
か
ら
今
日
ま
で

三
役
を
務
め
、そ
れ
な
り
に
労
使

の
間
に
も
互
い
の
意
見
を
交
え
た

話
が
形
と
な
っ
て
き
て
い
る
▼
た

だ
、組
合
員
の
方
か
ら
見
た
私
た

ち
の
活
動
は
あ
ま
り
評
価
は
さ

れ
ず
、
毎
月
組
合
費
を
集
金
さ

れ
、職
場
集
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
仕
事
以
外
の
時
間
に
集

め
ら
れ
て
活
動
を
す
る
意
味
を

理
解
い
た
だ
い
て
い
な
い
方
が
沢

山
お
ら
れ
る
▼
お
陰
様
で
、
現
在
、

会
社
側
の
理
解
も
強
く
、
労
働

時
間
短
縮
に
対
す
る
活
動
や
有

給
休
暇
取
得
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
に
も
積
極
的
に
支
援
い

た
だ
い
て
い
る
。だ
が
、
現
在
の
よ

う
に
波
な
く
意
見
が
交
換
で
き

て
い
る
状
況
で
は
、
私
ど
も
執
行

委
員
の
活
動
の
必
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
え
な
い
よ
う
で
、
組
合

ニュ
ー
ス
や
定
期
大
会
の
活
動
報

告
で
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
▼
今
後
、

私
た
ち
の
行
っ
て
い
る
活
動
に
興

味
・
関
心
を
持
ち
、
と
も
に
頑

張
れ
る
仲
間
を
よ
り
沢
山
作
れ

る
よ
う
、労
使
間
だ
け
の
労
働
組

合
で
は
な
く
、組
合
員
と
の
連
携

や
横
の
繋
が
り
に
力

を
入
れ
取
り
組

ん
で
い
か
な

く
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ

て
い
る
。

　
　
　

  

（
Ｕ
）

て
ん
じ
ん
こ
ら
む

体
験
や
復
興
ま
で
の
歩
み
が
ビ
デ
オ
や

写
真
で
紹
介
さ
れ
た
り
、実
際
に
地
震
で

破
損
し
た
排
水
管
な
ど
様
々
な
物
が
展

示
さ
れ
た「
震
災
の
記
録
フ
ロ
ア
」で
は
、

一
緒
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
真
剣

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、実
験
や

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
実
践
的
な
知
識
を
わ

か
り
や
す
く
身
に
着
け
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
た「
防
災
・

減
災
体
験
フ
ロ
ア
」で
は
、楽
し
み
な
が

ら「
プ
レ
イ
ト
や
断
層
」「
耐
震
構
造
」な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

■
最
後
に
■

　

帰
路
の
バ
ス
の
中
で
は「
中
部（
湯
梨

浜
町
）を
震
源
と
す
る
震
度
４
の
地
震
」

が
発
生
し
た
速
報
が
流
れ
、そ
の
後
何
日

か
余
震
が
続
き
ま
し
た
。ま
さ
に
、日
頃

の
防
災
意
識
や
減
災
に
向
け
た
準
備
の

大
切
さ
を
感
じ
る「
防
災
学
習
会
」と
な

り
ま
し
た
。

10

26

17
17

46

52

20

参加者から届いた感想文
（抜粋）

■被災したバイク・パソコン・
　レンガ等様々な物が展示さ
　れていて怖さを感じた。
■自然の力は人間が考えてい
　る以上に恐ろしい。自然と
　上手くつきあっていけるよ
　うに人間も考えなくては。
■中部の地震にびっくりして
　「防災マップ」を見直した。

※詳しくは、連合鳥取事務局へ
お問い合わせください。

石川一雄さん（写真右）
　 から「無実の訴え」
※ご本人が来県されます。

部落解放鳥取県共闘会議／第37回現地学習会　
＜＝狭山再審要求鳥取県民集会＞募集中募集中

ご案内ご案内

全労済 ・ 木岡専務理事による車中学習全労済 ・ 木岡専務理事による車中学習

人と防災未来センターにて人と防災未来センターにて
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2015年11月19日(木)10時30分開会
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【全県学習会／9月30日(水)／弓ヶ浜荘：46人参加】　「社会保障と税の一体改
革を考える」というテーマで、日本退職者連合の菅井義夫事務局長に講演いただき、日本の
現状や未来、とりわけ高齢者をとりまく現状と課題について学びました。
【第23回定期総会／9月30日(水)／弓ヶ浜荘：50人参加】　本総会では、退職者
連合（中央）が７月の定期総会で正式名称を「日本退職者連合」に改称したことに伴い、鳥
取高齢退職者団体連合（鳥取高退連）も正式名称を「鳥取退職者連合」に変更しました。
　また、2015年度活動の総括と2016年度活動方針を確認し、「生き生きと安心して暮らせ
る社会」をめざし新年度の取り組みをスタートしました。
【第21回グラウンドゴルフ大会／10月14日(水)
　　　　　　　　　　　／大御堂廃寺跡広場（倉吉未来中心横）】　
　今回は中部での開催ということもあり、過去最多の総勢171人が集い、元気いっぱいプ
レーしました。
　毎日練習している人から“ほとんど初めて”という人までが集まっての大会でしたが、和気
あいあいと楽しく交流を深めました。
　本年も、(一財)鳥取県労働者福祉協議会、中国労働金庫鳥取県営業本部、全労済鳥
取県本部、連合鳥取より賞品や飲み物の提供をいただきました。

　連合鳥取青年委員会は10月24日（土）、ホープスターとっとり（鳥取市）において、49名の参加により「学習会」を開催しました。
　はじめに、大野潤平青年委員会委員長は、「労働法制等について、青年層の組合員は深く理解していない。労働組合が
団体行動等をする意味を考えてもらいたい。」とあいさつしました。
　学習会では、労働法制に関するミニクイズや、「一緒に学ぼう！ 労働法制の基本と近年の状況」と題して、連合労働法制
対策局の渡辺温子部長（写真左）と鈴鹿麻菜さん（写真右）を講師とした講演を聞き、労働者派遣法や労働時間規制等に

ついての理解を深め、会場からは「正職員が
派遣法に関心を持たないとどのような影響が
出るのか」等の質問が出ていました。
　最後に、柳原康之青年委員会副委員長が、

「今回学んだことによって、自分の就労状況の中で
何か気づきがあればいい。」とまとめ、閉会しました。

（寄稿　青年委員会幹事　岩本裕己さん）

　10月20日（火）、連合鳥取専従役員は鳥取労働局へ出
向き、「雇用・労働政策」「最低賃金」「安全衛生対策」
「働く女性の活躍促進」「就職差別撤廃」についての
2016政策・制度要求（10項目）を鳥取労働局長へ手交し、
意見交換を行いました。
「安心して働くことのできる
職場環境をめざし、より協
力し取り組みを進める」こと
を確認しました。

鳥取退職者連合に改称し新たにスタート!
－「第23回定期総会」「グラウンドゴルフ大会」を開催－

「連合鳥取第3次男女平等参画推進計画」⑲
ご 存知です か？

　10月３日（土）14時から国際ファミリープラザ（米子市）において、『連合鳥取・連合島根女性委員会合同
研修会』を開催しました。鳥取・島根あわせて17名の参加がありました。
　はじめに、連合鳥取・五十嵐美知義会長のあいさつの後、「Ｉ女性会議」の河瀬郁恵さんを招き、『国際情
勢（女性のかかわる状況）と比べた日本国内の女性を取り巻く環境と制度』と題した講演がありました。
　その後、4つのグループに分かれて自己紹介とグループ討議をしました。グループ討議では、各々の職場
の実態を話し合い、その話し合いのなかで各々が今後の働きやすい環境作りのヒントを見つけたのではな

いかと思います。
　座学の後は、アクティビティとして、米子市の岩田紅美さんを講師に
迎え、ハンドマッサージ体験で心身をリフレッシュして会を終えました。
　意見交換や研修での触れ合いを通して刺激を受け、つながりを持
つことができ、楽しい会となりました。今後も継続していければと思い
ます。

（寄稿　女性委員会副委員長　大庭圭子さん）

　連合鳥取中部地域協議会は、10月4日(日)早朝より、社会貢献活動の一環とし
て、「東郷池一斉清掃」に初めて参加し、地域の方や各種団体の方と一緒に取り
組みました。
　秋晴れの中、澄んだ空気を吸いながら約1時間、30人近くの連合の仲間と、地
元湯梨浜町議会議員で連合鳥取推薦議員の酒井幸雄議員が一緒になって汗を
流し、地域貢献の一助となりました。
　その直後に行われる「日本海女子駅伝及び日本海駅伝コース」にもなっている
場所であり、また、２週間後には「アジアトレイルズネットワーク鳥取大会」会場に
もなっている場所なので、初めて連合で取り組むことに対し、仙賀芳友湯梨浜町
副町長からも感謝の言葉がありました。

　今回も、今年8月に実施さ
れた「第3回マタニティハラ
スメントに関する意識調査
結果」から紹介するよ。
　この法律、あなたは知って
いましたか？ 連合のゆるキャラ  

ユニオニオン

ＪＡＭ山陰・
椎木盛夫書記長
ＪＡＭ山陰・
椎木盛夫書記長

連合鳥取・連合島根女性委員会「合同役員研修会」を開催

中部地協／「東郷池一斉清掃」に初めて参加

労働法制の基礎を学び、労働組合活動の意味を考えよう
－青年委員会「学習会」を開催－

働くことを軸とする安心社会をめざして
－2016年度政策・制度要求 鳥取労働局・鳥取県と意見交換を実施－

■団体戦／7組織22チーム参加 ■個人戦／164人参加 打数 ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ

31打     2本
31打     2本
33打     2本

（敬称略）
優　勝　雑賀 一男（私鉄総連）
第２位　安永　 亨（ＪＰ労組）
第３位　幸本　 久（情報労連）

優　勝　私鉄日ノ丸退会Ｄ
第２位　ＪＲ西労組･倉吉Ａ
第３位　自治退・県中部Ａ

打数 ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ

227打   ７本
239打   ２本
251打   ３本

成
　
　
績

学習会学習会

定期総会定期総会

グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会

鳥取労働局へ要請＆意見交換を実施 鳥取県部局交渉（意見交換）
　８月７日（金）、鳥取県知事に提出した「2016年度政策・
制度要求（31項目）」について、10月20日(火)、23日(金)の
２日にわたり、連合鳥取専従役員と各項目担当の産別役
員が鳥取県庁に出向き、鳥取県の各担当部局と具体的
な対応方法や解決に向け
た課題等について意見交
換を実施しました。

　1962年に結成され（当時は日本婦人会議）、
差別と戦争のない社会をつくるために活動中。
　（I女性会議の Iは、私自身、女の友愛、真　  
　  実を見抜く目を意味する）
　　　　／I女性会議ホームページより

I女性会議（あいじょせいかいぎ）
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①妊娠や出産、産休の取得などを理由とした
　解雇をしてはならない　（均等法）

②男性も育児休暇が取得できる　
 （育児介護休業法）

③医師の指示に基づいて、通勤時間の緩和や
　妊娠障害休暇の申請ができる　（均等法）

④産休中およびその復帰後30日は解雇しては
　ならない　（労基法）  

⑤育児のための時短勤務や子どもの看護休暇、
　時間外労働の制限などを理由に不利益を与
　えてはならない　（育児介護休業法） 

問）働く女性の妊娠・出産などに関連して、労働基準法や男女雇用機会均等法などでは、
　 産前６週・産後８週の産前産後休業などさまざまな権利を定めています。 ここに書か
　 れた権利や制度が法律で定められていることをご存知ですか？(MA／n=654)

○「男性の育休取得（育児介護法）」認
　知は59.6%、
○「育児のための時短勤務や子どもの
　看護休暇、時間外労働の制限などを
　理由とする不利益取扱い禁止（育児
　介護法）」の認知 31.7%
○「産休中および復帰後 30日の解雇
　禁止（労基法）」 認知は22.6%
※この数字、どう感じますか？
　もっともっと組合員や一緒に働く仲
　間に「私たちを守る法律」を紹介し
　ていきましょう！

グループ討議の様子グループ討議の様子
ハンドマッサージ体験
（左）講師／岩田紅美さん
ハンドマッサージ体験
（左）講師／岩田紅美さん講師／河瀬郁恵さん講師／河瀬郁恵さん

講演の様子講演の様子 質問する参加者質問する参加者
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【全県学習会／9月30日(水)／弓ヶ浜荘：46人参加】　「社会保障と税の一体改
革を考える」というテーマで、日本退職者連合の菅井義夫事務局長に講演いただき、日本の
現状や未来、とりわけ高齢者をとりまく現状と課題について学びました。
【第23回定期総会／9月30日(水)／弓ヶ浜荘：50人参加】　本総会では、退職者
連合（中央）が７月の定期総会で正式名称を「日本退職者連合」に改称したことに伴い、鳥
取高齢退職者団体連合（鳥取高退連）も正式名称を「鳥取退職者連合」に変更しました。
　また、2015年度活動の総括と2016年度活動方針を確認し、「生き生きと安心して暮らせ
る社会」をめざし新年度の取り組みをスタートしました。
【第21回グラウンドゴルフ大会／10月14日(水)
　　　　　　　　　　　／大御堂廃寺跡広場（倉吉未来中心横）】　
　今回は中部での開催ということもあり、過去最多の総勢171人が集い、元気いっぱいプ
レーしました。
　毎日練習している人から“ほとんど初めて”という人までが集まっての大会でしたが、和気
あいあいと楽しく交流を深めました。
　本年も、(一財)鳥取県労働者福祉協議会、中国労働金庫鳥取県営業本部、全労済鳥
取県本部、連合鳥取より賞品や飲み物の提供をいただきました。

　連合鳥取青年委員会は10月24日（土）、ホープスターとっとり（鳥取市）において、49名の参加により「学習会」を開催しました。
　はじめに、大野潤平青年委員会委員長は、「労働法制等について、青年層の組合員は深く理解していない。労働組合が
団体行動等をする意味を考えてもらいたい。」とあいさつしました。
　学習会では、労働法制に関するミニクイズや、「一緒に学ぼう！ 労働法制の基本と近年の状況」と題して、連合労働法制
対策局の渡辺温子部長（写真左）と鈴鹿麻菜さん（写真右）を講師とした講演を聞き、労働者派遣法や労働時間規制等に

ついての理解を深め、会場からは「正職員が
派遣法に関心を持たないとどのような影響が
出るのか」等の質問が出ていました。
　最後に、柳原康之青年委員会副委員長が、

「今回学んだことによって、自分の就労状況の中で
何か気づきがあればいい。」とまとめ、閉会しました。

（寄稿　青年委員会幹事　岩本裕己さん）

　10月20日（火）、連合鳥取専従役員は鳥取労働局へ出
向き、「雇用・労働政策」「最低賃金」「安全衛生対策」
「働く女性の活躍促進」「就職差別撤廃」についての
2016政策・制度要求（10項目）を鳥取労働局長へ手交し、
意見交換を行いました。
「安心して働くことのできる
職場環境をめざし、より協
力し取り組みを進める」こと
を確認しました。

鳥取退職者連合に改称し新たにスタート!
－「第23回定期総会」「グラウンドゴルフ大会」を開催－

「連合鳥取第3次男女平等参画推進計画」⑲
ご 存知です か？

　10月３日（土）14時から国際ファミリープラザ（米子市）において、『連合鳥取・連合島根女性委員会合同
研修会』を開催しました。鳥取・島根あわせて17名の参加がありました。
　はじめに、連合鳥取・五十嵐美知義会長のあいさつの後、「Ｉ女性会議」の河瀬郁恵さんを招き、『国際情
勢（女性のかかわる状況）と比べた日本国内の女性を取り巻く環境と制度』と題した講演がありました。
　その後、4つのグループに分かれて自己紹介とグループ討議をしました。グループ討議では、各々の職場
の実態を話し合い、その話し合いのなかで各々が今後の働きやすい環境作りのヒントを見つけたのではな

いかと思います。
　座学の後は、アクティビティとして、米子市の岩田紅美さんを講師に
迎え、ハンドマッサージ体験で心身をリフレッシュして会を終えました。
　意見交換や研修での触れ合いを通して刺激を受け、つながりを持
つことができ、楽しい会となりました。今後も継続していければと思い
ます。

（寄稿　女性委員会副委員長　大庭圭子さん）

　連合鳥取中部地域協議会は、10月4日(日)早朝より、社会貢献活動の一環とし
て、「東郷池一斉清掃」に初めて参加し、地域の方や各種団体の方と一緒に取り
組みました。
　秋晴れの中、澄んだ空気を吸いながら約1時間、30人近くの連合の仲間と、地
元湯梨浜町議会議員で連合鳥取推薦議員の酒井幸雄議員が一緒になって汗を
流し、地域貢献の一助となりました。
　その直後に行われる「日本海女子駅伝及び日本海駅伝コース」にもなっている
場所であり、また、２週間後には「アジアトレイルズネットワーク鳥取大会」会場に
もなっている場所なので、初めて連合で取り組むことに対し、仙賀芳友湯梨浜町
副町長からも感謝の言葉がありました。

　今回も、今年8月に実施さ
れた「第3回マタニティハラ
スメントに関する意識調査
結果」から紹介するよ。
　この法律、あなたは知って
いましたか？ 連合のゆるキャラ  

ユニオニオン

ＪＡＭ山陰・
椎木盛夫書記長
ＪＡＭ山陰・
椎木盛夫書記長

連合鳥取・連合島根女性委員会「合同役員研修会」を開催

中部地協／「東郷池一斉清掃」に初めて参加

労働法制の基礎を学び、労働組合活動の意味を考えよう
－青年委員会「学習会」を開催－

働くことを軸とする安心社会をめざして
－2016年度政策・制度要求 鳥取労働局・鳥取県と意見交換を実施－

■団体戦／7組織22チーム参加 ■個人戦／164人参加 打数 ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ

31打     2本
31打     2本
33打     2本

（敬称略）
優　勝　雑賀 一男（私鉄総連）
第２位　安永　 亨（ＪＰ労組）
第３位　幸本　 久（情報労連）

優　勝　私鉄日ノ丸退会Ｄ
第２位　ＪＲ西労組･倉吉Ａ
第３位　自治退・県中部Ａ

打数 ﾎｰﾙｲﾝﾜﾝ

227打   ７本
239打   ２本
251打   ３本

成
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学習会学習会

定期総会定期総会

グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会

鳥取労働局へ要請＆意見交換を実施 鳥取県部局交渉（意見交換）
　８月７日（金）、鳥取県知事に提出した「2016年度政策・
制度要求（31項目）」について、10月20日(火)、23日(金)の
２日にわたり、連合鳥取専従役員と各項目担当の産別役
員が鳥取県庁に出向き、鳥取県の各担当部局と具体的
な対応方法や解決に向け
た課題等について意見交
換を実施しました。

　1962年に結成され（当時は日本婦人会議）、
差別と戦争のない社会をつくるために活動中。
　（I女性会議の Iは、私自身、女の友愛、真　  
　  実を見抜く目を意味する）
　　　　／I女性会議ホームページより

I女性会議（あいじょせいかいぎ）
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①妊娠や出産、産休の取得などを理由とした
　解雇をしてはならない　（均等法）

②男性も育児休暇が取得できる　
 （育児介護休業法）

③医師の指示に基づいて、通勤時間の緩和や
　妊娠障害休暇の申請ができる　（均等法）

④産休中およびその復帰後30日は解雇しては
　ならない　（労基法）  

⑤育児のための時短勤務や子どもの看護休暇、
　時間外労働の制限などを理由に不利益を与
　えてはならない　（育児介護休業法） 

問）働く女性の妊娠・出産などに関連して、労働基準法や男女雇用機会均等法などでは、
　 産前６週・産後８週の産前産後休業などさまざまな権利を定めています。 ここに書か
　 れた権利や制度が法律で定められていることをご存知ですか？(MA／n=654)

○「男性の育休取得（育児介護法）」認
　知は59.6%、
○「育児のための時短勤務や子どもの
　看護休暇、時間外労働の制限などを
　理由とする不利益取扱い禁止（育児
　介護法）」の認知 31.7%
○「産休中および復帰後 30日の解雇
　禁止（労基法）」 認知は22.6%
※この数字、どう感じますか？
　もっともっと組合員や一緒に働く仲
　間に「私たちを守る法律」を紹介し
　ていきましょう！

グループ討議の様子グループ討議の様子
ハンドマッサージ体験
（左）講師／岩田紅美さん
ハンドマッサージ体験
（左）講師／岩田紅美さん講師／河瀬郁恵さん講師／河瀬郁恵さん

講演の様子講演の様子 質問する参加者質問する参加者



日時／2015年１１月１９日(木) 10時00分開会
場所／倉吉未来中心・小ホール◇連合鳥取 第23回定期大会◇
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鳥取県議会議員福間 裕隆鳥取県議会議員興治 英夫

代表質問の様子代表質問の様子 長島愛生園にて長島愛生園にて

　県議会民主党の代表質問（9月定例会）

　1日たっぷりと時間をかけ、知事、教育長、警察本部長等
と丁々 発止のやり取りを行いました。
　安全保障法制について、憲法違反で立憲主義にも反す
るとして平井知事の見解をただしました。知事は、外交・防
衛は国の専権事項で、審議を見守るとしていましたが、最
後は、憲法改正という手法が最も明確だとの答弁があり、
憲法違反だとの思いがにじみ出ているように、私は感じま
した。
　その他、地方創生について国の本気度を問うとともに、
ＴＰＰに対する農林水産業対策、地域医療と健康づくりの
推進、県立美術館、教員の多忙解消への取り組み、18歳選
挙権導入に、あわせた
主権者教育の推進、多
発する交通死亡事故の
防止対策などについて
議論、提言しました。

　10月15日（木）、「ハンセン病県民交流事業」に県議会福祉
生活病院常任委員会を代表して参加し、国立ハンセン病療養
所長島愛生園を訪問しました。1930年に国立療養所の第１号
として開園した長島愛生園は今年で85年目を迎えますが、こ
の国の誤った隔離政策により長い間、患者・家族のみなさん
の尊厳を傷つけ、多くの痛みと苦しみを与えてきました。国は
これまでの政策の過ちを認め、2009年の「ハンセン病基本
法」施行を機に、患者・家族の名誉回復、療養・生活保障、社会
復帰の支援に取り組んでいますが、今もなお、ハンセン病に関
する誤った認識や誤解に基づく偏見、差別の問題が指摘され
ています。
　「10歳の時に発症。すぐさま長島愛生園に連れられて65年
間経過。ハンセン病は治っても後遺症が治りきらない。国の法
律が整備されるまでは人間としての扱いではなかった。人間
の尊厳を奪われた日々の連続であった。」等 ･々････。このよう
な入所者の方の想像を
絶する体験談を伺いまし
た。改めてハンセン病の
正しい知識の普及啓発
に努めること、差別と偏
見のない、思いやりの社
会の実現に前進すること
の重要性を痛感しました。

東部地協／第22回定期総会 中部地協／第21回定期総会 西部地協／第21回定期総会
◇日時　2015年
　　　　１２月８日（火） 
　　　　　１８時３０分～
◇場所　白兎会館

◇日時　2015年
　　　　１１月２７日（金） 
　　　　　１８時３０分～
◇場所　倉吉未来中心

◇日時　2015年
　　　　１２月９日（水） 
　　　　　１８時３０分～
◇場所　米子コンベンションセンター

◇実施日　2015年１１月２２日（日） １３時３０分～
◇場   所　鳥取市人権交流プラザ
◇内　容　＜講演＞ 
　　　　　狭山第３次再審闘争の
　　　　　　　　　　　現状と課題 
　　　　　安田  聡さん
　　　　　　　（部落解放同盟中央狭山闘争本部事務局）

青年委員会／第25回定期総会 女年委員会／第20回定期総会　（予定）
◇日時　2015年１１月２９日（日）
　　　　　　　　　　１０時００分～
◇場所　米子コンベンションセンター

◇日時　2015年１２月１９日（土） 
　　　　　　　　　　１３時３０分～
◇場所　倉吉未来中心

阪神・淡路大震災の経験・教訓、
減災・防災の大切さを学ぶ
　　　　　　　　　　　－防災学習会を開催－

阪神・淡路大震災の経験・教訓、
減災・防災の大切さを学ぶ
　　　　　　　　　　　－防災学習会を開催－

　連合鳥取は、自然環境保全の取り組
みの一環として「大山ブナ林復元運動」
に取り組んでおり、今年度も、10月25日
（日）、「大山横手上ブナを育成する会」主
催の植樹体験・植樹祭に参加しました。
　当日は、急斜面に這いつくばっての作
業でしたが、晴天に恵まれて気持ちの良
い汗をかくことができました。
　また、前日の準備作業には、地協役員
のみなさんのご協力をいただきました。
ありがとうございました。

ブナを中心とした森を育成
－49人植樹体験に参加－
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参加者から届いた感想文
（抜粋）

■被災したバイク・パソコン・
　レンガ等様々な物が展示さ
　れていて怖さを感じた。
■自然の力は人間が考えてい
　る以上に恐ろしい。自然と
　上手くつきあっていけるよ
　うに人間も考えなくては。
■中部の地震にびっくりして
　「防災マップ」を見直した。

※詳しくは、連合鳥取事務局へ
お問い合わせください。

石川一雄さん（写真右）
　 から「無実の訴え」
※ご本人が来県されます。

部落解放鳥取県共闘会議／第37回現地学習会　
＜＝狭山再審要求鳥取県民集会＞募集中募集中

ご案内ご案内

全労済 ・ 木岡専務理事による車中学習全労済 ・ 木岡専務理事による車中学習

人と防災未来センターにて人と防災未来センターにて
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